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　地震による堤防の決壊と高潮・洪水・津波が重なったときの被害想定
を検証し、避難行動計画を作成します。

　緊急時にすべての区施設を緊急避難場所として開設し、区民や帰宅困
難者の受け入れを行います。

　防災行政無線を増設し、的確かつ迅速に情報を伝えるとともに、ツイ
ッターなどの情報伝達手段の有効性を検証します。

　一次避難所となる小・中学校や区施設に毛布や食料の備蓄を増やし、
避難者への迅速な対応を行います。

　区内の被災者（事業者を含む）および区内に避難された方や、被災地
への多面的な支援を継続して実施していきます。

　区立中学校の 2年生全員が 5日間の職場体験を行う「チャレンジ・ザ
・ドリーム」は、今年で 7年目を迎えました。地域のみなさんにご協力
いただき、中学生が一生懸命、仕事に取り組んでいます。今年度もご支
援、ご協力をお願いします。 問　指導室☎（5662）1634

　区では、東日本大震災で直面した課題を検証し、33項目の緊急災
害対策をまとめました。区民のみなさんの命を守るために、安全・
安心のまちづくりに全力で取り組んでいきます。主な項目は以下の
とおりです。 問　災害対策課☎（5662）1992

中学生が地域で職場体験

●協力事業所数 1,617か所
●参加生徒数 5,064人
●主な体験内容
製　造　業 製品チェック補助、 製品の箱詰め、出荷準備
販　売　業　品出し、値札貼り、商品パック詰め、接客
保育園・幼稚園　教材準備、遊びの指導補助、読み聞かせ
農業・飼育　貸機材準備、収穫補助、水やり、餌

えさ

やり

 仕事を通して地域の方々とふれあうことにより、コミュニケー
ション能力や社会性、思いやりの心を育てます
 様々な生き方に直接ふれることで、自分の将来を真剣に考え、
進路を選択・決定する力を身に付けます
 仕事をやり遂げた自信や充実感は、学校
では学べない貴重な体験となります

ご協力いただける事業所を募集していますご協力いただける事業所を募集しています

肉の生食による食中毒や死亡事故が発生しています。肉は十分
に加熱して食べましょう。問生活衛生課☎（3658）3177

▲生花店で笑顔で仕事に取り組む中学生

子どもたちの豊かな心を育てます 多くの事業所にご協力いただいています

☎（5662）0400
　介護のことで悩んだり、ストレスを
感じたら、気軽にお電話ください。
日　月～金曜 8時30分～17時

介護ホットライン

（22年度実績より）

チャレンジ・ザ・ドリームチャレンジ・ザ・ドリーム

　中学生を受け入れてくださる事業所を募集しています。詳
しくは、区ホームページをご覧いただくか、お問い合わせく
ださい。 問　指導室☎

■ ご協力いただい
ている事業所に
は、このステッ
カーが貼ってあ
ります。

■ この腕章をして
いる生徒を見か
けたら、みなさ
んの応援をお願
いします。

●●被災者、被災地支援被災者、被災地支援

●●備蓄体制の見直し備蓄体制の見直し

●●情報伝達の強化情報伝達の強化

●●避難所の見直し避難所の見直し

●●被害想定の見直し被害想定の見直し

◎ 江戸川区緊急災害対策は、災害対策課（区役所 5階 1番）または
区ホームページでご覧になれます。

　区では、東日本大震災後の厳しい電力事情から利
用制限をしていた区民施設の夜間利用を、電力の需
給に比較的余裕がある土・日曜、祝日に限り、再開
しています。これは、今までの節電努力を緩めるも
のではありません。今後も創意工夫を重ね、節電に
努めていきます。区民のみなさんも引き続き節電に
ご協力をお願いします。
　また、電力需給の安定が見込まれる10月以降につ
いては、地域施設（各区民館・コミュニティ会館）、
文化・スポーツ施設、共育プラザ、図書館、学校開
放、スポーツ指定開放などの施設利用を、原則、平
常時の利用形態に戻す予定です。

地域施設（各区民館・コミュニティ会館）、グリ
ーンパレスなどの施設予約システム（えどねっ
と）による10月分の利用受け付け
受付期間  7 月 1 日㈮～10日㈰
抽 選 日  7 月11日㈪

区民施設の利用制限のお願いと
　　　10月以降の利用について

※ 今後の電力需給状況によっては、利用できない場
合もありますのでご了承ください。そのほかの施
設については、各施設にお問い合わせください。




